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副院長より患者様へ   

 
        平成26年7月1日付で副院長に就任しました。 
        塩田記念病院は、総合診療部、整形外科、循環器内科、婦人科、麻   
       酔科、脳神経外科を中心とした診療体制により、救急患者の診療など、  
       地域に開かれた病院の実現を進めております。 
        大きな総合病院ではありませんが、小規模ながら、精鋭スタッフの  
       チーム医療により、細かな配慮の行き届いた診療が行える様、努力し 
       たいと存じます。どうぞ宜しくお願い申し上げます。 
 

副院長 青柳  傑 

お知らせ 
 

■脳神経内科 毎週木曜日 西山医師の診療は、完全予約制となりましたので事前に 
 ご予約下さい。ご理解とご協力をお願い致します。 
 

  予約専用ダイヤル：0475-35-0002 月~金（祝除く）8：30～17：00 
 

■循環器内科 中津センター長がテレビに出演します。是非ご覧ください。 
 

  番  組：「教えて!ドクター家族の健康」 
  放送日時：  BSジャパン 8月23日（土）8：00～8：30 
  テ ー マ：「虚血性心疾患」 
 

■第11回 医療公開講座 のお知らせ 申込受付中！ 
 

  「切らずに治す！狭心症・心筋梗塞のカテーテル治療最前線」 
 

  １．「あなたは大丈夫！？狭心症・心筋梗塞」 
                     循環器内科 医師 大橋 潤一 
  ２．「心臓カテーテル検査～どんなことするの？～」 
                      手術室 看護師 山﨑 芳江 
  ３．「カテーテル治療最前線」 
                  循環器内科 センター長 中津 裕介 
 

  特設コーナー：血管年齢検査（ABI）（無料・抽選１０名）、個別相談コーナー 
 

  日 時：8月23日（土）15：00から（14：30受付開始） 
  会 場：塩田記念病院1Ｆロビー 
  申込先：0475－35－0031（申込専用：9：00～17：00 日祝除く） 

交通のご案内 

『外来診療予定表』は中面にございます。 

※塩田記念病院無料送迎車は茂原駅南口より当院の名前が入った車両をご利用ください。 
※小湊バスは茂原駅南口より小湊バス2番のりばで 
 「和楽の郷」「長柄中」「ロングウッドステーション」「労災病院」行きをご利用いただき 
 「塩田記念病院前」で下車してください。 

 

お気軽に 
ご参加 
ください 



看護のお仕事 
 

外来のご紹介 
 

 当院外来は、地域の信頼と安心を得られる病院を目指し、総合診療部(内科、外科)・
脳神経外科・整形外科・循環器内科・婦人科・ペインクリニック・サイバーナイフ外来・

脳神経内科・糖尿病外来・耳鼻咽喉科・泌尿器科・リハビリテーション科の診療科があ
ります。 
 また患者様のニーズに対応するために4月から耳鼻咽喉科が増診となりました。胃、
十二指腸・大腸内視鏡も行っております。入院・外来患者様の為に今年から外来の2階
に売店（SIOSK）を設け入院、通院の手助けになればと思います。 
 外来看護部スタッフは、元気で美しい看護師、PSR（外来アシスタント）で構成され
ています。救急車の受け入れも行っております。 
他の職種、事務、検査科、放射線科との連絡を密にし、医療の充実を目指しています。 
 

                                  外来 係長 吉野 一雄 

看護部長よりご挨拶 
 
 昨年11月から塩田記念病院で仕事をさせてもらっております。看護の仕事に携わっ
て40年になりますが、こちらの病院は院長初め職員がアットホームな感じで、とても
居心地がよいと感じています。チームワークの良さが 
皆様にも伝わっていただけているでしょうか？ 
 これからも質の良い看護と細やかなサービスを 
提供できるように頑張って行きたいと思って 
いますのでよろしくお願いいたします。 
 

                              看護部長 滝口 容子 

栄養士のひとりごと・・・ 
 

夏こそ！冷え性対策 
 

からだの中心を冷やすことで代謝がおちて体調を崩しがち。冷たいものより温かいもの
も取り入れて体を冷やさないことが夏バテ防止になります。そこで2品ご紹介します。 
 

 1、しょうがの梅風味にゅうめん 
  だし汁を煮立て、水溶き片栗粉でとろみをつけ、卵・千切りのネギを加えます。 
  そうめんをゆでて器に盛り、つゆをかけ、すりおろししょうがと梅干しをのせます。 
 

 2、ホットジンジャーティー 
  新しょうがとレモンのはちみつ漬けをお湯で割ったり、しょうがのすりおろしと 
  レモン汁、はちみつをお湯に溶かすだけで体を芯から温める飲み物になります。 
  ホットワインに加えても。 

 
    次回もお楽しみに。  栄養科 管理栄養士 戸矢 静華 


